
　
九
月
六
日

　
今
日
は
取
材
が
あ
る
の
で
世
田
谷
村
の
片
付
け
を
ジ
タ
バ
タ
や
る
。
こ
の

乱
雑
降
り
は
チ
ョ
ッ
ト
や
ソ
ッ
ト
の
も
の
で
は
な
い
が
、
家
の
者
全
員
の
性

格
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
前
は
見
る
の
だ
が
後
を
見
る
の
が
不
得
意
な

の
だ
。
片
付
け
る
、
守
る
、
そ
う
い
う
事
に
誰
も
関
心
が
な
い
。
時
々
の
取

材
は
家
の
中
の
整
理
整
頓
に
取
っ
て
は
有
難
い
。
十
時
半
銀
花
編
集
部
青
戸

さ
ん
来
る
。
色
ん
な
お
し
ゃ
べ
り
す
る
。
十
三
時
二
〇
分
ま
で
。
青
戸
さ
ん

は
、
伊
豆
の
長
八
美
術
館
以
来
の
附
き
合
い
の
人
だ
が
、
最
近
は
御
縁
が
無

か
っ
た
。
久
し
振
り
で
楽
し
か
っ
た
。
十
五
時
研
究
室
Ｍ
１
ゼ
ミ
。
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
と
社
会
背
景
。
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｓ
Ｆ
が
描
く
疑
似
リ
ア
リ
テ
ィ
、
こ
れ

は
外
れ
て
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
と
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の
旅
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
幼
児
文
学
、
　
Ａ
Ａ
ミ
ル
ン
と
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
。
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
の
商
業
的
成
功
の
意
味
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
文
化
と
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
文
学
。
と
い
う
四
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
っ
た
。
良
く
調

べ
て
は
い
る
が
、
身
近
な
テ
ー
マ
（
そ
れ
が
結
局
発
見
出
来
ぬ
事
に
問
題
が

あ
る
）
に
引
寄
せ
る
、
つ
ま
り
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
ぬ
空
虚
さ
が

露
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
良
い
テ
ー
マ
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
残
念
。
前

回
の
３
Ｄ
フ
ェ
イ
ズ
、
ア
ポ
ロ
十
三
号
、
南
極
昭
和
基
地
等
と
連
続
し
て
考

え
る
事
が
出
来
た
ら
良
か
っ
た
。
二
十
一
時
三
十
分
過
京
王
線
。
今
日
は
七

人
掛
け
の
席
に
ケ
イ
タ
イ
抱
い
て
い
る
の
は
学
生
男
一
人
。
明
日
は
休
み
だ
。

原
稿
書
く
ぞ
。

　
九
月
七
日

　
朝
四
時
迄
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
の
情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
社
会
読
む
。

半
分
読
ん
で
休
み
。
書
か
れ
て
い
る
速
力
が
仲
々
馴
染
ま
な
い
。
恐
ろ
し
く

俗
論
で
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
。
次
女
友
美
の
読
書
傾
向
を
介
し
て
少
々
、

今
風
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
み
る
。
昨
日
、
山
口
勝
弘
先
生
か
ら
、
感
動
的

な
フ
ァ
ク
ス
が
入
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
交
信
の
存
在
は
ポ
ー
ル
・
ヴ
ォ
リ

リ
オ
の
言
説
を
少
々
疑
わ
せ
る
に
足
る
な
。
九
時
過
起
床
。
ポ
ー
ル
・
ヴ
ォ

リ
リ
オ
の
速
度
と
政
治
読
む
。
Ｔ
Ｖ
で
総
裁
選
の
猿
芝
居
を
見
な
が
ら
で
あ

る
が
、
政
治
家
達
の
Ｔ
Ｖ
メ
デ
ィ
ア
で
の
ラ
イ
ブ
は
、
政
治
家
の
人
格
、
品

性
を
露
出
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ォ
リ
リ
オ
風
に
い
え
ば
、
政
治
家
は

メ
デ
ィ
ア
の
速
度
に
耐
え
切
れ
ぬ
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
か
く
言
う
私
も
昨

晩
読
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
に
す
で
に
侵
蝕
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
。
ハ
ダ
寒
い
く
ら

い
の
日
曜
日
で
あ
る
。
十
三
時
寺
町
妙
高
寺
打
ち
合
わ
せ
。
十
五
時
戻
る
。

テ
レ
コ
ム
ス
タ
ッ
フ
の
方
来
訪
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
取
材
の
下
見
。

セ
ル
フ
ビ
ル
ド
の
原
稿
。
静
岡
、
清
水
市
の
井
木
ガ
レ
ー
ジ
を
書
く
。
十
八

時
半
書
き
終
え
る
。
一
人
で
居
る
世
田
谷
村
は
静
か
で
虫
の
音
が
耳
に
し
み

る
。
二
〇
時
頃
、
気
が
付
い
た
ら
月
下
美
人
の
大
輪
一
つ
咲
い
て
い
た
。
強

い
香
り
が
部
屋
に
充
満
し
て
漂
う
。
長
女
徳
子
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
る
。
又
、

ニ
ワ
ト
リ
み
た
い
に
う
る
さ
い
女
が
一
人
ふ
え
て
、
私
は
身
の
置
き
処
が
な

く
な
る
な
。
二
十
一
時
四
〇
分
宗
柳
で
夕
食
、
か
け
そ
ば
、
そ
ぼ
ろ
御
飯
、

だ
て
巻
き
卵
、
ビ
ー
ル
、
食
し
て
戻
る
。
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